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原　　　　　　　因
自　　　　　　然　　　　　　死　　　　　　産

（　基　本　分　類　） 総数
満12

16～19 20～23 24～27 28～31 32～35
～15週

総                        　　　 数  137  45  44  17  8  7  6 

構 　 　 　 成 　 　 　 割 　 　 　 合 （ ％ ）  100.0  32.8  32.1  12.4  5.8  5.1  4.4 

P00 現在の妊娠とは無関係の場合もありうる母体の  64  24  22  8  2  3  2 

病態により影響を受けた胎児及び新生児

P01 母体の妊娠合併症により影響を受けた胎児  16  4  8  4  -  -  - 

及び新生児

P02 胎盤、臍帯及び卵膜の合併症により影響を  10  2  3  2  1  1  1 

受けた胎児及び新生児

P03 その他の分娩合併症により影響を受けた胎児  1  -  -  1  -  -  - 

及び新生児

P04 胎盤または母乳を介して有害な影響を受けた  -  -  -  -  -  -  - 

胎児及び新生児

P95 原因不明の胎児死亡  -  -  -  -  -  -  - 

P９７ 母体保護法による人工妊娠中絶、母体の  -  -  -  -  -  -  - 

病態によらないもの

P99 母体に原因なし  46  15  11  2  5  3  3 

××× 病態の記載のないもの  -  -  -  -  -  -  - 

川崎  20  9  5  2  2  -  1 

幸  18  5  3  4  2  1  1 

再 中原  28  7  10  1  1  2  3 

高津  26  8  8  6  -  2  - 

掲 宮前  15  5  7  1  -  1  - 

多摩  18  7  4  2  3  1  1 

麻生  12  4  7  1  -  -  - 

資料：庶務課「人口動態調査」より

原　　　　　　　因
自　　　　　　然　　　　　　死　　　　　　産

（　基　本　分　類　） 総数 ～499ｇ
500～ 1000～ 1500～ 2000～ 2500～

999 1499 1999 2499 2999

総                        　　　 数  137  104  12  7  3  2  3 

構 　 　 　 成 　 　 　 割 　 　 　 合 （ ％ ）  100.1 75.9 8.8 5.1 2.2 1.5 2.2 

P00 現在の妊娠とは無関係の場合もありうる母体の  64  49  7  2  1  1  1 

病態により影響を受けた胎児及び新生児

P01 母体の妊娠合併症により影響を受けた胎児  16  16  -  -  -  -  - 

及び新生児

P02 胎盤、臍帯及び卵膜の合併症により影響を  10  7  -  1  2  -  - 

受けた胎児及び新生児

P03 その他の分娩合併症により影響を受けた胎児  1  1  -  -  -  -  - 

及び新生児

P04 胎盤または母乳を介して有害な影響を受けた  -  -  -  -  -  -  - 

胎児及び新生児

P95 原因不明の胎児死亡  -  -  -  -  -  -  - 

P９７ 母体保護法による人工妊娠中絶、母体の  -  -  -  -  -  -  - 

病態によらないもの

P99 母体に原因なし  46  31  5  4  -  1  2 

××× 病態の記載のないもの  -  -  -  -  -  -  - 

川崎  20  17  1  1  -  -  - 

幸  18  11  3  1  -  1  - 

再 中原  28  17  3  2  2  -  2 

高津  26  23  2  -  -  -  1 

掲 宮前  15  13  -  1  -  -  - 

多摩  18  12  2  2  1  1  - 

麻生  12  11  1  -  -  -  - 

資料：庶務課「人口動態調査」より

表 39  死産数、自然－人工・母側原因妊娠期間別（医師立会による）

表 40  死産数、自然－人工・母側原因体重別（医師立会による）


